
作業の前に
構造を確認しましょう
主な部材には番号が印刷されています。
下のイラストで構造を理解し、部材と付属
部品を確認してから組み立ててください。

● 本書の指示通り、必ず接着剤を使用してください。使用しないと、家具の強度は低
下します。

● 天災等の不可抗力、お客様の組み立て作業上の不備、修理・改造を原因とする故
障や破損は保証対象外です。

● 電動工具を使用するときは、低いトルク・回転数でゆっくりと締め、ビスの締めすぎ
に注意してください。締めすぎると、ビスが破損することがあります。

● インパクトドライバーは使用しないでください。使用すると、ビスや部材が破損す
ることがあリます。

● 床や部材が傷つかないように、布などを敷いた上で作業をしてください。

以下の注意を守り、手順どおりに組み立ててください。組み立て後も、本書を保管してください。

製造元

〒427-0017 静岡県島田市南２丁目20番1号大洋株式会社
受付時間 9：00～17：00 土日祝日を除く

注意

TEL：0120-187018 FAX：0547-35-3801
https://www.taiyo-kk.co.jp

お問い合わせフォーム：https://www.taiyo-kk.co.jp/contact/kojin/

●種類・数量（ 説明書と照合 ） ●外観（ 破損・キズ・汚れなど ）

組み立てる前に部材・部品の確認！

販売店 インターネットショップ・サービス窓口 など
万一問題があった場合は、組み立てる前に、お買い求めの

へお問い合わせください。

もっと知りたいシェルフィットのこと　www.shelfit.jp

ゴムハンマー
プラスチックハンマー

※ハンマーを使用する際は、
部材を直接たたいて破損
しないように、布や雑誌で
部材を保護してください。
かなづちでも代用できますが、
部材にキズが付きやすくなりま
す。十分にご注意ください。

必要な工具

プラスドライバー 棚板：10kg

耐 荷 重

付属部品

組立説明書
AR/NC1890F
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既製品

作業イメージ

① ③

②

作業イメージ

⑥

⑩④

狭い

フリーストップ棚受　×１６
トメビス　×１６

組立ビス（短）×６ 接着剤　×１

棚受金具　×３２ ビスシール　○×４

組立ビス（長）×６

転倒防止補助バンド　×1セット

×４
×２

※転倒防止補助バンドは部品箱の中ではなく、
　袋にセットされた状態で外箱に直接入っています。

木製ジョイント（大）×２ 木製ジョイント（小）×４

裏面へ▶

STEP1 補強板・台輪に木製ジョイントを
差し込む

STEP3 台輪・補強板・側板（右）を取り付ける

木製ジョイントを差し込む
木製ジョイントは、長さの3分の2程度が入るように、
しっかりと差し込んでください。入りにくい場合は､
ハンマーで軽く打ち込んでください。

断面

色柄のある面が前面

厚い板

地板に
側板（左）・中仕切を
ビス止めする
各２つのビスを均等に締め
ていくと安定します。

裏板を
差し込むみぞ

STEP2 地板に側板（左）・中仕切を取り付ける
中仕切の上下を間違えないように注意してください。
間違えて取り付けると、組立ビスが入りません。注意

広い

部材
接着剤

側板にある台輪の取付穴、地板に
ある補強板の取付穴（6か所）に必
ず接着剤を流し入れてください。

注意

色柄のある面が前面

裏板を
差し込むみぞ

注意 木製ジョイント（大）

部材
接着剤

補強板にある木製ジョイント
（大）の取付穴（２か所）に必ず
接着剤を流し入れてください。

注意
台輪に木製ジョイント（小）を
差し込む際は、接着剤を使用
しないでください。ひび割れ
る恐れがあります。

接着剤接着剤接着剤

内側

⑪ Ｈジョイナー ×６
（棒状の樹脂） 裏面

移動固定棚と移動棚は
裏面・断面の加工で
区別してください。

組立ビス・木製ジョイントは長さが
２種類あるので注意してください。注意

間隔が広い方

台輪は色柄のある面が前面です。

台輪・補強板を接着剤を入れて取り付ける1

２つのビスを均等に締めて
いくと安定します。

側板（右）を
ビス止めする

2

部材の種類を
確認してね！

中仕切の上下に
注意だよ！

台輪を先に取り付けて、
左右の側板で挟み込む
ようにするよ!

３分の2程度が入る
ように、しっかり差し
込んでね！

④ 台輪

⑩ 補強板③ 地板

木製ジョイント（小）×４

④ 台輪

② 中仕切

③ 地板

⑥ 側板（右）

④ 台輪

⑪

⑪

⑤

⑤

⑤

⑨ 移動棚 ×８

⑧ 移動固定棚 ×４

⑤ 裏板 ×８

⑪

⑪

⑪

⑤

⑤

⑤

⑤

⑧

⑧

⑧

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

① 側板（左）

① 側板（左）

② 中仕切

組立ビス（短） ×２

組立ビス（短）
×２

組立ビス（短） ×２

⑥ 側板（右）

⑦ 天板

⑩ 補強板

木製ジョイント（大） ×2

⑩ 補強板
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⑧
⑧

移動棚脱落防止のため必ず
移動棚のみぞに棚受金具を
合わせてください。

側板・中仕切に棚受金具を1段につき
4か所取り付け、移動棚を載せます。

側板・中仕切にフリーストップ棚受を１段につき４か所
取り付け、トメビスで固定し、移動固定棚を載せます。

移動固定棚を取り付ける

トメビス
×８

フリーストップ棚受
×８

側板
中仕切

裏面の穴に
合わせる

注意

注意

棚受金具
×３２

側板
中仕切

裏面のみぞに
合わせる

1

移動棚を取り付ける2

強度維持のため、移動固定棚は
できるだけイラストに近い位置
に取り付けてください。

STEP7 棚板を取り付ける

裏板８枚を
差し込むSTEP5

注意

ゆっくりと起こ
してください

裏板８枚を差し込む
左右各４枚の裏板の間にHジョイナーを入れ、側板・中仕切・
地板のみぞにはまるように差し込みます。裏板・Hジョイナー
は色柄のある面が内側です。

商品を起こす際は、側板（左右）を持ち、ゆっくりと立ち上げて
ください。移動固定棚を持つと、外れてしまい、ケガや破損の
原因になります。

STEP４ 棚板２枚（移動固定棚）を取り付ける

トメビス
×８

フリーストップ棚受
×８

側板
中仕切

側板・中仕切にフリーストップ棚受を１段につき４か所取り付け、トメビスで固定し、
移動固定棚を載せます。

移動固定棚２枚で固定する
ラックを立てた際に、側板（左右）と中仕切がぐらぐらしないよう、移動固定棚を利用
して固定します。移動固定棚取付用穴、下から14～21個目を目安に取り付けてくだ
さい。※全ての組み立て完了後に、移動固定棚の高さを変更できます。

側板
中仕切

裏面の穴に
合わせる

21個目

14個目

必ず接着剤を使用してください。
使用しないと、設計上の強度は得
られないため、故障や破損は保証
対象外となります。

ビスシール ×４

 接着剤で補強する
強度を増すため、裏板とみぞの
すきまに接着剤を流し入れます。

2

 ビスシールを貼る1

注意

転倒防止補助バンドで
設置場所に固定する3

転倒防止補助バンドで壁などに２か所固定します。
取付方法は添付の説明書を参照してください。

側板の外面にあるビス穴（4か所）を
ビスシールで隠します。

STEP８ 仕上げをする

裏板

接着剤

STEP6 天板を取り付ける

転倒防止補助バンド
×1セット

天板をビス止めする
６つのビスを均等に締めていくと
安定します。差し込んである裏板
が天板のみぞにはまるように取り
付けます。

裏板を
差し込むみぞ

内側

収納物を想定して、
棚の取り付け位置を
決めるといいよ！

ここで本体を
立てるよ！

安全に組み立てが
できるようにするよ！

天板の溝に裏板が
はまるようにするよ！

以上で完成です。
おつかれさまでした！
Shelfitの組み立ては、
いかがでしたか？

⑨ 移動棚 ×８

⑧ 移動固定棚 ×２

移動固定棚

移動棚

⑧

⑤ 裏板 ×８

⑤

⑤

⑤

⑪

⑪

⑪

⑤

⑤

⑤

⑤

⑪

⑪

⑪

移動固定棚

⑧ 移動固定棚 ×２

接着剤

ビスシール ×４
（側板（左右）外面）

⑦ 天板

組立ビス（長） ×６

（棒状の樹脂）
⑪ Ｈジョイナー ×６

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑧


